
大地震で家屋倒壊！ 対策は？ 
～市の補助金活用で補強改修を～ 

つくし野３丁目 防犯防災部 
つくし野３丁目 防災支援隊 

 

 「今後３０年のうち７割の確率でおこる首都直下地震」は

阪神・熊本クラスの大地震で、震度７クラスの揺れでは、耐

震設計（又は改修）をしていない古い木造家屋は、倒壊の危

険性があると言われてます。 

その危険度の境が、昭和５6年５月以前に建てられた「耐震

基準改定以前の木造家屋」です。倒壊に至らないまでも、つ

ぶれて下敷きとなり「即死」「圧迫死」の危険性があります。 

 

「家具の固定と家庭内備蓄」が最低限の地震対策ですが、 

家屋補強についてはお金もかかり、二の足を踏む方も多い 

かと思います。 

しかし「町田市の助成金を使えば」負担を軽減できるのです。 

例えば 

■簡易耐震診断・・・無料！！ 

■精密耐震診断、簡易耐震設計・・・半額補助（上限10万） 

 

■耐震改修工事・・・2020年4月改定され、助成金の支払いタイミングによって 

2パターンから選択できます。 

・・・工事は半額補助（上限は耐震60～100万、簡易40～50万） 

※それぞれの詳しい助成額は次ページにあります。 

■耐震シェルター等設置・・・一般：半額補助（上限20万） 

             高齢者：9割補助（上限50万） 

■ブロック塀当撤去事業助成金・・・基準額より算定（上限30万） 

危険なブロック塀等の撤去工事に関する助成（2020年度新設） 

 

・家の倒壊防止には、耐震補強しか手がありません。 

・この機会にぜひ対応をご検討ください。（詳細 後述） 

町田市は地震対策に力を入れています。 

 

    申込みは、市役所住宅課窓口へ。市ＨＰを参照。 

042-724-4269 まずはお問合せを！！ 

    （準備書類：①建築確認通知書、②建築物図面） 

    ４月から受付開始中（4/1付広報まちだ掲載）。  

予算に限度があり、早いもの勝ちです！！ 
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